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　新しい分野の勉強をしなければ
　この研究は生まれなかった

̶先生がこの研究を始めようと思った
きっかけをお聞かせください。

　私は 2012（平成 24）年から徳島文理大
学の理工学部に入職しました。そこで自
分のメイン分野ではない化学系統の授業
を受けもつことになりました。当時は学
生さんに分かりやすく光合成について教
えるために教科書や参考図書を読みあさ
りましたね。その際にプラズマテレビが
発する肉眼では見えない点滅する光「パ
ルス光」と植物の生育に不可欠な光合成
の周波数には接点があることが分かりま
した。

̶初めて担当する分野の授業がこの研究
を始めるきっかけになったんですね。

　授業なしではこの研究はなかったです
ね。学生さんに分かりやすく説明するに
はかみ砕いて説明をする必要がありま
す。難しいことをかみ砕いて説明するに
は自分自身がしっかり理解する必要が
あります。日々知らないことを勉強で
きるので授業をすることはとても楽し
いです。

　学生主体の研究で研究対象も拡大

̶植物工場の研究を行っている学生さん
について教えてください。

　現在は 4人の学生が主体となって研究
に取り組んでいます。レタスの栽培から
始まったこの研究は、野菜・果実・海藻
類と研究対象を拡大しています。1人が
ひとつの対象植物を研究するのではな
く、4人全員が全ての植物の栽培研究が
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できるよう勉強に取り組んでいます。中
には大学院に進学してより専門的な勉強
をしたいと考えている学生もいます。

　寝た子は起こさず、生育促進

̶私が在籍していた 2年前は栽培してい
る種類はここまで多くはなく、見た目
や味の面でも課題がありましたが、ど
のように改善したのでしょうか。

　以前は太陽光や蛍光灯の光を当ててい
た日中にも、昼間の光の強さに設定した
「パルス光」を同時に照射していました。
しかし、成長速度は上がらず、逆に光が
強すぎてしおれてしまい、味にも影響が
ありました。そこで日中は太陽光や蛍光
灯の光があるため手を加えず、夜間のみ
しおれない程度の弱い「パルス光」を当
てたところ、それまでにない速さの成長
が見られました。「昼間と同等の光合成
を起こすが、植物の睡眠は妨げない」ま
さに寝た子（植物）は起こさず、生育を
促進させたことになります。

　日本、世界、そして宇宙空間へ
　この技術を広めていきたい

̶この技術をいかし、今後はどのような
ことをしていきたいとお考えですか。

　現在、農業や漁業の分野では労働力が
減少傾向にあり、このまま減少が続くと
今までできていたこともできなくなりま
す。労働力減少に伴い、今後はある程度
工業化することも大事になってくるので
はないかと考えます。その中で私にでき
ることは安心で安全な食料を増産するこ
とだと思っています。今後は、①栽培種
ごとに生育条件を明らかにして 2020 年
度には商品として実用化する、②大きな
農地でも使用できる回路を完成させ、日
本だけでなく日照時間の少ない海外にも
技術を伝える、③水や光の少ない宇宙空
間でも少ないエネルギーで農業ができる
ように改良する、以上の 3点に取り組み
たいと思います。

　理工学部ナノ物質工学科の梶山博司教授は
植物工場におけるレタスの栽培日数を半減で
きる次世代栽培技術を確立しました。植物が
睡眠している夜間に睡眠を妨げない光環境で
昼間と同等の光合成を起こすのが特徴で、こ
れにより植物の生育は促進されます。
　今回の取材では、梶山研究室卒業生の私が
2年ぶりに研究室を訪ね、在籍当時には聞け
なかったことや今後の研究についてお話を伺
いました。
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